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飯山高校 1 学年 

SS1・探究基礎 年間指導マニュアル 

 
 SS1・探究基礎共通 

第 1 回 ガイダンス 

第 2～4 回 実験室の使い方/情報リテラシー演習（図書館）/城山フィールドワーク 

第 5 回 GoogleClassroom ガイダンス/探究基礎演習「先行研究調査」 

第 6～７回 自然観察フィールドワーク 事前学習 

第 8 回 自然観察フィールドワーク 事後学習 

第 9～10 回 探究の基礎演習「探究の流れ」 

第 11～13 回 データの分析 

第 14 回 SSH 講演会「クリティカルシンキング」 

第 15 回 長野県立大学・北信地域振興局 コラボ授業 

第 16 回 SSH 講演会兼サイエンスツアー事前学習「飯山地域における気候変動とその影響」 

第 17 回 サイエンスツアー・秋のフィールドワーク 事前学習 

（行事） サイエンスツアー・秋のフィールドワーク 事後学習 

 SS1 探究基礎 

第 18～22 回 課題発見プログラム わくわくサイエンス教室 

第 23 回 SSH 講演会「科学的検証法と科学の可能性」 / 研究倫理演習 

 SS1 探究基礎 

第 24～30 回 ミニ課題研究 課題研究スタートアッププログラム 

第 31 回 1 学年課題研究合同発表会 

 

 



 科目名  （ SS1 ）    第 １８ 回 

単元・テーマ 課題発見プログラム① 人文・社会科学分野の思考力の鍛錬 

授業概要 価値の本源は何か。     

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

○ １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

○ ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

○ ３．情報活用力 
多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断でき

る力 

 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

○ ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

１問１ ダイヤモンドや金はなぜ価格が高いのか？ 

    （なぜ、価値があるのか） 

２問２ 富士山山頂の売店の商品が高いのはなぜか？ 

３問３ １、２などから価値の源は何かを考える 

４ ここまでのまとめとして、モノの価格（価値）を決定づけるものは、そ

れを生産するのに要した費用などであり、端的に表現すれば、生産に 

要した労働力の大小である、といういわゆる労働価値説を提示する。 

５問５ 次に労働価値説では説明できない「例外」として、人気スポー

ツ選手の使用用具やサインボールの落札価格を提示。例えばマイケ

ル・ジョーダンの使用したシューズがなぜ１０億円以上の価格なのか

を考えさせる。 

６ 他の事例として、年末年始の宿泊施設の価格が高い理由もふまえ

て、理由を考えさせる。 

 

７ 「高くても欲しいから買う」 「欲しい人がたくさんいれば高くなる」

などを提示。 

８ 価値の大小は、「欲しい気持ち」＝効用が決定する 

 

１回答  希少性、欲しいからなど 

 

２回答 運ぶのがたいへんなど 

３回答 需要、供給などの語を使って答える生徒も複

数いた。 

 

 

 

５回答 答えられる生徒は少なかったが、 

人気がある、ファンだから、などの回答 

 

 

６回答 文字にして回答できる生徒少ないが、２名ほ

ど「高くても泊まりたいから」という回答あり。 

 

 

備考 

身近な話題で、ふだん疑問に持たないような事柄に疑問を持ち、自分で考え、それを文字で的確に表現することをねら

いとした。回答時間が少なく記述できない生徒もいた。自分で考え答えることを主としたたため、グループ討議をいれな

かったが、自分の書いたものを発表しあって意見交換をする時間を設ければより良かったと思う。 

 

 

 

 

 

 

 



科目名  （ SS1 ）    第 19 回 

単元・テーマ 課題発見プログラム② 地域観光×課題発見×企画立案 

授業概要  飯山市の観光と菜の花公園のひまわり開花時期の有効利用について 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

〇 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

〇 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

 ３．情報活用力 
多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断でき

る力 

〇 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

〇飯山市の観光の現状を知る 

 信州いいやま観光局提供（関愛実様）のパワーポイントを用いて飯

山市の観光の現状を伝える。 

 

〇飯山市の菜の花公園について、５月に開かれる「菜の花まつり」と

連作障害の防止のために植えられているひまわりについて考察する。 

 

 

 

 

 

 

〇観光の視点から考える「ひまわり畑」の課題を一つ設定しよう。 

 

 

 

〇設定した課題に対して、それを解決するための観光企画を考える。 

 

 

 

〇授業を通して学んだことなどアンケートを実施する。 

授業で得たキーワード、重要だと感じたこと・視点、

自分の考えなどを‘いちいち’メモする。 

 

 

個人ワーク → ペア共有 

（１） なぜ春と夏に花を咲かせる」取り組みをし

ているのか。 

（２） なぜ「菜の花まつり」と「ひまわり」では公園

への来場者が異なるのか。 

（３） 一般的に観光客が増加すると地域にどん

なメリット/デメリットがあるか。 

 

・あなたが見つけた課題 

・なぜその課題が重要だと思ったか 

についてまとめる。 

 

企画書を作成→提出（→グループを作り、その中で

共有しあって他者から意見をもらう→バージョンアッ

プさせていく） 

 

Formへの回答 

備考 

さらなる展開として、来場者数や地域への効果、経済効果などをシミュレーションしてみる。そのためにどんなデータが必

要なのか、なければどのような形でデータを取得したらよいのかなど、企画実現に向けて学びを進めていく。（２年生の

課題研究で扱ってみてもいいかも） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  



科目名  （ SS1 ）    第 ２０ 回―１ 

単元・テーマ 課題発見プログラム③ 

授業概要 『古今和歌集』に触れてみよう 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

○ ３．情報活用力 
多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断でき

る力 

○ ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

（１）導入・問題提起 

・『古今和歌集』の概要と、全部で一一一一首の和歌が規則的に配

列されていることを説明する。 

・和歌の配列の規則について仮説を立て、グループ・全体で共有する。 

（２）仮説の検証 

・三首の和歌を提示し、仮説通りの順番になっているのかグループで

検証する。 

・『古今和歌集』は時系列順で掲載されていることを確認する。 

（３）実践・応用 

①和歌を四首提示し、配列順をグループで考え、全体で確認する。 

②「秋歌」に収められている和歌を四首提示し、配列順をグループで

考え、全体で確認する。 

③「春歌」に収められている和歌を四首提示し、季節の移ろいに従っ

た配列順をグループで考え、全体で確認する。 

④「恋歌」に収められている和歌を五首提示し、自分ならどのような配

列にするかを理由と共に考え、全体で共有する。 

（４）まとめ 

・『古今和歌集』には植物や動物などの自然を詠んだ和歌が多く収め

られていることや、季節の移ろいに合わせた配列になっていることか

ら、当時の人々が自然に強い関心を持っていたことを確認する。 

・和歌から当時の自然環境や人々の暮らしを読み解いたり、追体験し

たりすることができることを確認する。 

（１）グループで意見を出し合い、考えを深めながら

仮説を立てる。 

 

（２）三首とも「鳥」が共通して詠まれていることに気

づき、その鳥の姿や鳴き声が確認できる時期を調べ

ながら確かめる。 

 

（３） 

①「植物」が共通して詠まれていることに気づき、そ

れぞれの「植物」の時期を調べ、グループで話し合

いながら配列順を考える。 

 

②同じ季節であっても、「紅葉の色づき初め→盛り

→散る」というように、季節の移ろいに従って掲載さ

れている点を確認しながらグループで話し合い、配

列順を考える。 

 

③「桜」と「梅」の時期の違いに注目しながらグルー

プで話し合い、配列順を考える。 

 

④どの要素に重きを置くのかを個人で考えた後、グ

ループで共有する。 

備考 

 

 



 

 

 

 

 



 科目名  （ SS1 ）    第 ２０ 回―２ 

単元・テーマ 課題発見プログラム④ 

授業概要 

「音を使ってできること」 

Chrome Music Lab を使用し、音を視覚化するということがどういうことかを体験する。 

視覚で捉え、感覚的に音を並べたり、作曲したりする体験を通して、”音や音楽に関連する科学的要

素”に関心を持ち自身の探究のヒントにする。また、感覚的に作ったものがなぜ音楽になるのか、理論

的に考え、他者に説明することができる力を養う。 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

〇 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

 ３．情報活用力 
多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが

判断できる力 

 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

〇 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

①Chrome Music Lab内のツールを使い、色んな音を鳴らす。 

・絵が音になったり、音に合わせて絵が動いたりすることがわかる 

②Chrome Music Lab内の「ソングメーカー」を使用し、旋律を作る。 

・まずは何も考えず適当にマスに色をつけ音を並べ、どんな音楽にな

ったか音を出して発表し合う 

・でたらめに並べられた音は「音楽」と言えるのか？考える。 

③作った旋律にリズムをつける 

・併せて元作った旋律を好きに変更し、作りたい音楽のイメージを持っ

て試行錯誤する。 

④できたものに題名をつける 

・なぜその題名（イメージ）なのか、視覚的にどうなっているのか、そこ

からわかることは何か、を考えて説明する。 

指示に従って Chrome Music Lab を使用

し、活動する。 

 

 

 

 

 

 

 

自分のもつイメージと、音楽的要素を関連

付けて、根拠を持って説明する。 

備考 

【Chrome Music Lab】 https://musiclab.chromeexperiments.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://musiclab.chromeexperiments.com/


 科目名  （ SS1 ）    第 ２１ 回 

単元・テーマ 課題発見プログラム⑤ 

授業概要 プログラミング（フォーム作成）を活用した課題発見学習 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

○ １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

○ ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

○ ３．情報活用力 
多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが

判断できる力 

○ ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

○ ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

（１）導入 ５分 

・本時の目標を提示する． 

・身近な課題に気づくことの重要性を説明する． 

（２）展開Ⅰ（個人・グループ・フォーム作成） ４０分 

・各自で気になること・調べたいことを５つ以上あげ，ワークシートに記

入する． 

・気になることをグループで共有し，１つのテーマに絞る． 

・テーマを調べるにあたり，解答しやすいアンケートをフォームで作成

し，URL を提出する． 

（３）展開Ⅱ（アンケート回答・結果分析） ３０分 

・展開Ⅰで他グループの作成したアンケートを３つ選び，回答する． 

・グループで作成したアンケート結果を確認し，分析する． 

（４）まとめ・発表 １５分 

・各グループで調査したアンケートとその分析結果を発表する． 

・結果から次の問いへの見通しを立てる． 

（１）身近にある課題を理解する．  

 

 

（２）身近にある疑問点や興味関心のある

ことを想起し，言葉に表す． 

 各自で関心のあることをグループのメンバ

ーに共有する． 

 フォーム作成にあたり，どのような質問が

適当か考える． 

（３）アンケート結果から得られた棒グラフ

や円グラフより結果を考察する． 

 結果から気づいたことや次の新たな問い

を見つける． 

(４)他グループの調査結果を聞きながら，

自分たちの新たな問いを見直す． 

 

 

 

 

 

備考 

 

 

 

 

 

 

 



「プログラミング（フォーム作成）を活用した課題発見ワークシート」 

１組（   ）番 氏名（            ） 

 

【1】個人ワーク：気になる身近な問題を書き出そう（5 つ以上） 

あなたが普段、「ちょっと気になる」「困っている」「みんなはどう思うんだろう？」と思うことを書き出してください。 

1.  

 

2.  

 

3.  

 

4.  

 

5.  

 

【2】班でテーマを選ぼう（1 つ） 

班のメンバーで話し合い、今日はどのテーマにするか決めよう。 

班のテーマ： 

 

テーマを選んだ理由： 

 

 

【3】アンケート（Google フォーム）を作ろう 

※ 質問は 3 問以内、答えやすさを最優先！ 

▼質問案（下書き） 

Q1（5 段階・選択式） ： 

 

Q2（5 段階・選択式） ： 

 

Q3（自由記述 ※任意） ： 

 

 

【4】フォームの URL を書こう（班代表が作成） 

完成したフォームの URL（コピー）を記入： 

URL： 

 

※この URL は、後で先生が一覧にまとめてクラスに配布します。 

 

 

【5】2 コマ目：ほかの班のアンケートに答えよう（3 つ以上回答） 

「URL 一覧」から、自分で選んだ 3 つ以上のアンケートに回答 してください。 

 

 



【6】班のアンケート結果を見て分析しよう 

Google フォームの自動集計（棒グラフ・円グラフ）を見ながら、班で話し合おう。 

▼最も多かった回答 

 

 

▼少なかった回答 

 

 

▼その理由は？（推測） 

 

 

 

▼課題としてどう考えられるか？ 

 

 

 

▼次に調べたいこと（新しい問い） 

 

 

 

 

 

【7】まとめ（1 分発表の内容） 

（1）班のテーマ 

 

 

（2）気づいたこと（データから見えたこと） 

 

 

 

（3）今後の調査につながる新しい問い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目名  （ SS1 ）    第 ２２ 回 

単元・テーマ 課題発見プログラム①～⑤ 振り返りまとめ 

授業概要 
 課題発見プログラム①～⑤で行った授業の振り返りを行い、まとめた成果物を仲間と共有する。 

 これまでの探究学習や、課題発見プログラムを通して見つけた「課題の種」を書き出す。 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

〇 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

 ３．情報活用力 
多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断でき

る力 

〇 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

〇 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

〇課題発見プログラムで行った内容の振り返り 

（ⅰ）授業の内容を簡潔にまとめる 

（ⅱ）印象に残っているワードやセンテンスを書き出す 

（ⅲ）「学んだこと」「気づいたこと」「発見」と感じたことを書き出す 

 

〇グループ発表（１人４分×人数） タイムキーパーは授業者 

発表者はまとめた内容のうち、（ⅱ）・（ⅲ）について発表を行う。 

聞き手は発表内容を記録する。特に自分にはない視点や考えがあれ

ば記す。 

 

〇Googleformを用いて総合的な振り返り及び、意識調査を行う。 

 

〇課題発見プログラムやこれまでの様々な探究活動、普段の生活な

どを通して、「課題」「問い」「面白い」「気になる」「発見」「好き」「興

味」のキーワードたちに連想されるようなワードやセンテンスを書き出

す。その後、書き出した内容をグループ内で共有。 

 

生徒は４～６人のグループを作成し、授業で用いた

プリントや各授業後に行ったGoogleformでの回答

内容、グループ内での情報共有をもとに振り返りを

行う。 

 

 

発表を行う。記録を取る。 

時間が許す限り質問等を行う。 

 

 

Googleformへの回答を行う。 

 

これまでをさらに振り返りながら課題の種を書き出

す。 

グループ内で共有する。 

備考 

成果物として、まとめたシート（Google ドキュメントで作成）を課題として提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

科目名  （ SS1・探究基礎 ）    第 ２３ 回 

単元・テーマ 
SSH講演会「科学的検証方法と科学の可能性」 

研究倫理 演習 

授業概要 課題研究に取り組む直前に、改めて研究倫理について演習を交えて学習することで、内容の理解を深める。 

探究活動ルーブリックとの対応 （該当項目に〇） 

〇 １．課題発見力 自分なりの問題意識に根差した課題を発見することができる力 

〇 ２．課題設定力 目的を達成するためにはどのような情報が必要か認識できる力 

〇 ３．情報活用力 多面的で多くの情報を適切な方法で取得し、整理、比較し、差の有無や内容の正しさが判断できる力 

 ４．協働力 チームで協力して様々な視点からの発想や意見を調整する力 

〇 ５．情報発信力 適切な表現方法を用いて発表できる力 

授業展開 生徒の活動 

SSH講演会 演題「科学的検証方法と科学の可能性」 

目的：科学的な研究とは何かを理解し、今後の課題研究に向けた基礎力を身に

着ける。  

＜講師＞ 中村 和彦 氏 

（東京大学大学院新領域創成科学研究科 自然環境学専攻 自然環境景観学分

野 講師） 

 

〇各自のタブレット端末から「中等教育における研究倫理:基礎編」へアクセス 

URL： https://www.aprin.or.jp/e-learning/rse 

 

〇ノートづくり【２０分】 

教材を読みながら、自身のノートに重要と思われる項目を書きとる 

 

〇小テスト 

教材内容に沿った小テストを実施（GoogleForm） 

ノートのみ使用可能とする 

 ↓ 

間違えた問題の誤答と正答をノートに書き込む 

＊80点以上をボーダーラインとし、正解するまで繰り返す。 

 

〇80点以上になったら 

ノートの書き込みページを撮影し、GoogleClassroomへ提出 

タブレット端末で教材を開く 

 

 

ノートに教材の内容を書き込む 

 

 

読み終わったら 

小テストに挑戦する 

書き込んだノートは閲覧可 

 

誤った問題をノートに書く 

 

 

勉強ノート、誤答の書き込みを含めて提

出 

備考 

「中等教育における研究倫理:基礎編」 

＊一般財団法人「公正研究推進協会」（APRIN Association for Promotion of Research Integrity）が公開する教材。 

 


